
























































































































































n 325 187 80 11 1
ns.
％ 53.8 31.0 13.2 1.8 0.2
子どものみ
n 28 25 15 2 0
％ 40.0 35.7 21.4 2.9 0
食事前後の挨拶
いつもしている 時々している あまりしていない 全くしていない P値
大人と一緒
n 484 116 9 3
0.01*
％ 79.1 19.0 1.5 0.5
子どものみ
n 50 17 5 0











































n 197 208 162 27 19






n 185 194 139 20 16
0.006**
％ 33.4 35.0 25.1 3.6 2.9
子どものみ
n 14 16 23 7 3










n 42 40 18 6 3
0.004**
％ 38.5 36.7 16.5 5.5 2.8
ふつう
n 122 143 105 11 13
％ 31.0 36.3 26.6 2.8 3.3
あまり好きで
はない嫌い
n 33 25 39 10 3







n 135 157 122 22 12
ns.
％ 30.1 35.0 27.2 4.9 2.7
な い
n 64 53 36 5 6












n 14 8 7 2 3
ns.
％ 41.2 23.5 20.6 5.9 8.8
時々見ている
n 101 114 105 17 7
％ 29.4 33.1 30.5 4.9 2.0
毎日見ている
n 68 76 48 7 9
％ 32.7 36.5 23.1 3.4 4.3
＊＊ P＜0.01 ns.:有意差なし
図5 有効回答者にみる朝食における主食主菜
副菜の摂取頻度
食のみ」を合わせると47.6％と約半数を占めてい
た。共食形態と食事内容においては，有意な差が認
められた。
保護者の食事作りの好き嫌いをみると（図 6），
「すごく好き」は18.4％，「あまり好きではない
嫌い」は17.1％とほぼ同割合であった。そこで保
護者の食事作りの好き嫌いと朝食の食事内容をみて
みた（表2）。保護者が料理好きの場合，理想的な
「パターン1の主食＋主菜＋副菜」は，38.5％であ
るのに対して，料理があまり好きではない，嫌いの
場合は30.0％と8.5ポイント低下していた。料理
があまり好きではない，嫌いの場合，「主食のみの
日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせると
44.6％で，料理好きの場合より22.6ポイントも高
くなっている。保護者の食事作りの好き嫌いと朝食
の食事内容には，有意な差がみられた。
園児の苦手な野菜の有無をみると（図7），苦手な
野菜の「ある園児」は73.2％と高く4分の3を占
めていた。園児の苦手な野菜の有無と朝食の食事内
容との間には有意な差はみられなかった（表2）。し
かし，苦手な野菜の「ない園児」は，朝食の食事内
容として理想的な「パターン1の主食＋主菜＋副菜」
が39.0％と「ある園児」と比べ8.9ポイントも高
かった。また，苦手な野菜の「ある園児」は「主食
のみの日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせる
と32.1％と，苦手な野菜の「ない園児」に比べ7.1
ポイント高かった。苦手な野菜の「ない園児」の方
が，好ましい朝食の食事内容を示す傾向がみられた。
保護者の食に対する意識をみるために，給食の献
立表の確認状況を調べ（図8），朝食の食事内容を検
討してみた。献立表を毎日確認している保護者は3
4.2％，時々確認している保護者は59.1％であった。
この両者で朝食の食事内容をみてみた（表2）。献
立を毎日確認している保護者は，「パターン1の主
食＋主菜＋副菜」が32.7％，時々確認している保
護者は29.4％，「パターン2の主食＋副食1品」に
おいては，36.5％と33.1％といずれも毎日献立を
確認している保護者の方が，若干割合は高かったが，
有意な差はみられなかった。
4）朝食での外食，惣菜，冷凍食品，弁当コン
ビニ食品の利用状況
朝食における外食，惣菜，冷凍食品，弁当コン
ビニ食品の利用状況をみてみた（図9）。
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図6 食事作りの好き嫌い
図7 苦手な野菜の有無
図8 給食の献立表の確認状況
n＝679
n＝646
n＝680
図9 有効回答者にみる朝食における外食，加工
品の利用状況
外食，惣菜，弁当コンビニ食品はいずれも週に
1回以下が，99.0％，96.1％，95.6％と利用頻度は
少なかった。この中では，冷凍食品の利用が週に
2～4回が15.2％と他に比べると高かった。基本的
には手作りの朝食であることがうかがわれる。
4.要 約
東京都内S区の公立保育園4歳児の食生活状況
についての調査をその保護者に行い，以下のような
結果を得た。
1）朝食を「ほぼ毎日食べる」園児は97.4％と多く，
「時々食べない」園児は2.6％，「食べない」園
児は皆無であった。欠食の理由としては，その
理由回答者の全員が「食欲がない」と答え，さ
らに半数が「時間がない」と答えていた。
2）朝食の共食者は，「母と一緒」が81.8％と最も
多く，次いで「兄弟」54.3％であった。「子ど
も一人」で食べるは2.8％と少数であったが，
「子どものみ」は10.2％であった。「子どものみ」
の食事は，楽しいという感覚が希薄な傾向がみ
られ，また，食事前後の挨拶の実施も「大人と
一緒」より，有意に低かった。
3）朝食の食事内容をみると，主食は，97.2％とほ
ぼ毎日きちんと摂取されているが，主菜をほぼ
毎日は 63.9％ と下がり，副菜をほぼ毎日は
38.1％とさらに摂取率が低くなっていた。
朝食の食事内容を5パターンに分類し検討を
加えた。一番多かった朝食の内容は，「パターン
2の主食＋副食1品」で33.9％。次いで多かっ
たのは，理想の組み合わせである「パターン1
の主食＋主菜＋副菜」で32.1％。「主食のみの
日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせると
30.8％とそれぞれ約3分の1ずつを占めていた。
朝食の欠食者は少ないが，その内容には改善の
必要があることが分かった。
4）「パターン1の主食＋主菜＋副菜」の朝食は，
「大人と一緒」が 33.4％ と「子どものみ」の
22.2％より有意に高かった。同じく，保護者が
「料理好き」の場合38.5％に対し，「料理があま
り好きではない嫌い」では30.0％と有意な差
がみられた。
5）苦手な野菜の「ある園児」は73.2％と多かった。
苦手な野菜の「ない園児」は，朝食の食事内容
として理想的な「パターン1の主食＋主菜＋副
菜」が39.0％と「ある園児」と比べ8.9ポイン
ト高かった。
6）給食の献立表を毎日確認している保護者は34.2
％，時々確認している保護者は59.1％であった。
この両者で朝食の食事内容をみてみると，毎
日確認している保護者は，「パターン1の主食＋
主菜＋副菜」が32.7％，時々確認している保護
者は29.4％，「パターン2の主食＋副食1品」
においては，36.5％と33.1％でいずれも毎日確
認している保護者の方が，若干割合は多かった
が，有意な差はみられなかった。
7）朝食における外食，惣菜，弁当コンビニ食品
の利用状況はいずれも週に1回以下が，99.0％，
96.1％，95.6％と利用頻度は少なかった。冷凍
食品の利用が週に2～4回が15.2％と他に比べ
ると高い割合を示していた。
以上より，園児の朝食摂取に良い影響を与える要
因としては，大人と一緒に食べること，保護者が料
理好きになることが強く示唆された。さらに園児の
苦手な野菜をなくすよう促し，保護者が子どもの食
への意識を高めることが重要であることが分かった。
本研究によって今後の食育活動への課題が明示され
た。
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